
 

 
 

 

事業用資産についての納税猶予の 
贈 与 税

相 続 税
 の差額免除申請書 

 

 

 
                                                令和   年   月   日 

            税 務 署 長  

                                            〒 

                                         住所                     

 

                                           氏名                     

                                        （電話番号        －      －            ）                                         

      租税特別措置法 
第70条の６の８第17項

第70条の６の10第18項
 の規定により納税の猶予に係る猶予中の 

贈 与 税

相 続 税
 について、 

次のとおり納税猶予の免除を受けたいので、関係書類を添付して申請します。 
 

※

欄

は

記

入

し

な

い

で

く

だ

さ

い

。

 

贈 与 者 

被相続人 
住
所 

 
氏
名 

 

１ この申請に係る事由の別（注１） 

   ※ 該当する事由にレ点を付してください。 

   □ ① 租税特別措置法（第70条の６の８第17項第１号又は第70条の６の10第18項第１号）に該当 

（譲渡等があった年月日）                    令和    年    月    日 

（譲渡先の氏名又は名称）                                     

（譲渡先の住所又は所在地）                                    

    □ ② 租税特別措置法（第70条の６の８第17項第２号又は第70条の６の10第18項第２号）に該当 

            （事業の廃止をした日）                    令和    年    月    日 

 

２ １の事情の詳細   

                                                        

                                                         

                                                         

※ 書ききれない場合は適宜の用紙に記載してください。 

 

３ 事業の継続が困難な事由の別（注２） 

 租税特別措置法施行令第40条の７の８第35項第＿＿号（同令第40条の７の10第31項において準用する場合を含みます。）に該当  

 

４ 免除を受けようとする贈与税・相続税額の計算  

① １の事由が生じた直前における猶予中贈与税・相続税額 
円 

 

② 再計算した納税猶予分の贈与税・相続税額（ニの額に基づき再計算した金額）（注３） 
円 

 
 

 イ 対価の額（注４） 
円 

 ロ １の事由が生じた直前における特例（受贈）事業用資産の時価に相当する金額 
円 

 ハ ロの２分の１に相当する金額 
円 

 ニ イとハのいずれか大きい金額（事業の廃止による場合はイの金額） 
円 

③ 特別関係者が受けた必要経費不算入対価等（注５）の合計額 
円 

 
 

④ 免除を受けようとする贈与税・相続税額（①－（②＋③）） 
円  

 
 

 

住 

所 
 

 

 

 

 

 

 

  

 関与税理士 

 

 
 

 

 電 話 番 号 

 

 

 

 

 

 

 

(資12⑥－34－Ａ４統一)（令6.6） 

 

※ 
通信日付印の年月日 （確 認） 入 力 確 認 納税猶予整理番号 

年  月  日     

 

税 務 署 
受 付 印 



 

《 添 付 書 類 等 》 

 

この申請書は、事業の継続が困難な事由が生じた場合において、特例（受贈）事業用資産の全てについ

て一定の譲渡等をしたとき又は事業を廃止したときに、納税の猶予に係る猶予中の贈与税・相続税の再計

算による差額免除の申請を行う場合に使用します。 

なお、再計算による差額免除の申請を行う場合には、一定の譲渡等をした日又は事業を廃止した日から２か

月以内（これらの日から２か月以内に特例事業受贈者・相続人等が死亡した場合には、特例事業受贈者・相続

人等の相続人（包括受遺者を含みます。）が特例事業受贈者・相続人等の死亡による相続の開始があったことを

知った日の翌日から６か月以内）にこの申請書に関係書類を添付して提出する必要があります。 

   (注)  特例事業受贈者・相続人等が承継会社の設立に伴う特例（受贈）事業用資産の現物出資につき租税特別措置法

第70条の６の８第６項又は第70条の６の10第６項の承認を受けている場合には、「現物出資に係る事業用資産につ

いての納税猶予の贈与税・相続税の差額免除申請書」を使用してください。 

 

（注１）  「租税特別措置法（第70条の６の８第17項第１号又は第70条の６の10第18項第１号）に該当する場合」とは、

事業の継続が困難な事由が生じた場合に特例（受贈）事業用資産の全てを特例事業受贈者・相続人等と同法第70

条の６の８第２項第４号ハに規定する特別の関係がある者（以下「特別関係者」といいます。）以外の者のうち１

人の者として一定のものに譲渡又は贈与（以下「譲渡等」といいます。）をした場合をいい、「租税特別措置法（第

70条の６の８第17項第２号又は第70条の６の10第18項第２号）に該当する場合」とは、事業の継続が困難な事由

が生じた場合に特例（受贈）事業用資産に係る事業の廃止をした場合をいいます。 

（注２） 「第  号」の箇所については、次の区分に応じ、それぞれの記載例のとおり記載してください。 

区分 記載例 

① 
直前３年内の各年※のうち２以上の年において特例（受贈）事業用資産に係る事業に

係る事業所得の金額が零未満である場合 
第１号 

② 
直前の３年内の各年※のうち２以上の年において、特例（受贈）事業用資産に係る事業

に係る事業所得の総収入金額が、その各年の総収入金額を下回る場合 
第２号 

③ 
特例事業受贈者・相続人等が心身の故障その他の事由により特例（受贈）事業用資産

に係る事業に従事することができなくなった場合 
第３号 

   ※ 「直前３年内の各年」とは、１の事由が生じた日の属する年の前年以前３年内の各年をいいます。 

（注３） 「再計算した納税猶予分の贈与税・相続税額（ニの額に基づき再計算した金額）」とは、４②ニの額を租税特別

措置法第70条の６の８第１項又は第70条の６の10第１項の規定の適用に係る贈与又は相続若しくは遺贈により取

得をしたその特例（受贈）事業用資産のその贈与又は相続若しくは遺贈の時における価額とみなして同法第70条の

６の８第２項第３号又は第70条の６の10第２項第３号の規定により計算をした金額をいいます。 

（注４） 「対価の額」とは、特例（受贈）事業用資産の譲渡等の対価の額又は事業の廃止の直前における特例（受贈）事

業用資産の時価に相当する金額をいいます。 

なお、特例（受贈）事業用資産の時価に相当する金額については、「特例（受贈）事業用資産の時価に相当する

金額の明細（破産等免除・差額免除用）」の記載に基づいて記載してください。 

（注５） 「必要経費不算入対価等」とは、譲渡等があった日又は事業の廃止をした日以前５年以内において特例事業受

贈者・相続人等の特別関係者が特例事業受贈者・相続人等から支払を受けた対価又は給与の金額であって、所得税

法第56条又は第57条の規定により、その事業に係る事業所得の金額の計算上必要経費に算入されるもの以外のもの

をいいます。 

なお、必要経費不算入対価等の計算については、「必要経費不算入対価等の計算書」を使用し当該明細書をこの

申請書に添付して提出してください。 

 

【添付書類】 

 ⑴ 譲渡等に係る契約書の写しその他の書類で、租税特別措置法第70条の６の８第17項各号又は第70条の６の10第18

項各号のいずれかに掲げる場合に該当することとなったことを証するもの 

⑵ 譲渡の対価の額を証する書類（事業を廃止した場合は不要です。） 

⑶ 「事業用資産についての納税猶予の贈与税・相続税の差額免除申請に係る事業継続困難事由書」 

⑷ 貸借対照表、損益計算書その他の書類で租税特別措置法施行令第40条の７の８第35項各号（第40条の７の10第31

項において準用する場合を含みます。）に掲げる事由のいずれに該当するかを明らかにする書類 

⑸ 「特例（受贈）事業用資産の時価に相当する金額の明細（破産等免除・差額免除用）」 

⑹  その他参考となるべき事項を記載した書類 


